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研究分野：医歯薬分野 
科研費の分科・細目：社会医学・公衆衛生・健康科学 
キーワード：縦断的研究、中高年者、地域住民、こころの健康、認知機能 
 
１．研究計画の概要 
 2,400 名の 40 歳以上の無作為抽出地域住民
での 10 年間にわたる追跡調査から、鬱や認知
機能障害など中高年者こころの健康について実
態を明らかにするとともに、こころの健康に影響
を及ぼす社会・心理的、医学的背景について検
討を行い、さらに遺伝子多型による検討も加え
て、こころの健康問題への対応に関する新たな
ストラテジーの構築を目指す。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 調査の実施および結果の公開 
  調査の対象者は地域住民からの無作為抽出
者（観察開始時年齢 40-79 歳）である。一日 7
名、１年間で約 1,200 人について検査を行い、
平成 9 年から２年ごとに追跡観察を行っている。
追跡中のドロップアウトは、同じ人数の新たな補
充を行い、定常状態として約 2,400 人のコホート
としている。解析に使用する第 1 次から第6 次調
査までの蓄積データ項目は下記の通りである。 
①心理的調査：認知機能および知能検査、記憶
検査ング検査、うつ尺度、 パーソナリティ、自尊
感情尺度、Type A 行動パターン、ライフイベント、
ストレス対処行動、死の態度尺度、生活満足度、
QOL 
②社会的背景調査 
③身体的背景因子調査：病歴、薬物調査、頭部
MRI、頸動脈超音波断層、血液検査など 
④遺伝子多型検査：参加者のほぼ全員の保存
DNA から候補 224 種類の遺伝子多型のタイピ
ングを終えている。 
 平成 20 年から第 6 次調査を実施している。終
了した第 5 次調査までのデータについては年
齢・性別にまとめたモノグラフとしてインターネッ

ト上に英文で公開した。 
(2) こころの健康問題の実態の検討 
①認知機能障害の頻度：男性 5.0％、女性
4.5%が認知症であるが、治療を受けている人は
ほとんどいなかった。60 歳以上の地域住民の
1.5％が毎年認知症となり、80 歳以上では毎年
4.0%が認知症となっていた。 
②認知機能の加齢変化：一般的な事実につい
ての知識量を測定する「知識」の得点は，70 歳
代でも維持されていた。情報処理のスピードと正
確さを測定する「符号」の得点は，60 歳代以上
で緩やかに減少した。 
③記憶の加齢変化：直後再生，遅延再生ともに
年代が高くなるにつれて低下すること、直後再
生では男性よりも女性の得点が高いことが示さ
れた。 
④主観的幸福感：年齢が高いほど人生全体へ
の満足度が高く、心理的安定と老いについての
評価が低いことが示された。 
⑤QOL：60 代で包括的な QOL が高く、心理的
領域は男性で、社会的関係は女性で高かった。 
(3) 各背景要因とこころの健康 
1)心理・社会的要因 
①知的機能と余暇活動との関連：知的機能の保
持・向上にも余暇活動が関連する可能性が確認
された。 
②認知機能と喫煙習慣：高年群（60-79 歳）で喫
煙習慣がある場合に言語性知能が低く、また動
作性知能は中高年全体で低かった。 
③主観的幸福感の要因：男性では肯定的対人
関係が、女性では否定的対人関係が幸福感に
影響し、また家族内で何かの役割を持つことは、
高齢者の主観的幸福感に肯定的な方向に作用
していた。 
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④転倒：転倒恐怖感を持つ者の頻度と要因、転
倒予防へのサポートの重要性を示した。 
⑤ストレスとこころの健康：対人関係と健康、身近
の人の死などのライフイベント体験、抑うつとの
関連等を中心にストレスに関わる検討結果を本
にまとめて出版した。 
2)医学・身体的要因 
①抑うつの関連要因：知的能動性や社会的役
割の低下が抑うつを高めること、性・教育歴・居
住形態・主観的健康感は活動能力を介して抑う
つに影響すること、低所得，主観的な健康不良
は直接的にも抑うつ増大に影響することを明ら
かにした。 
②傷病経験：男性ではケガ・病気の体験は主観
的幸福感への影響はなかったが、女性では幸
福感の低下につながっていた。 
3) 栄養学的要因 
① 認知機能：多価不飽和脂肪酸と大豆由来イ
ソフラボン摂取で認知機能の低下を予防できる
ことが明らかになった。 
② 抑うつ：果物・カロテノイド摂取が抑うつを予
防する可能性が示された。 
(4) 遺伝子多型とこころの健康 
 中高年者のこころの健康の素因としての遺伝
子多型について検討を行い、認知機能障害に
関連する遺伝子多型、喫煙で認知機能が悪くな
りやすい遺伝子多型を見出した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している 
 データの収集に関わる調査は、当初の研究計
画通りに実施されている。平成 16 年 6 月から開
始した第 4 次調査は平成 18 年 7 月に終了し、
引き続いて第 5 次調査を実施し、平成 20 年度
には無事に終了することができた。さらに平成
20 年からは第 6 次調査を順調に実施している。 
 終了した第 5 次調査までのデータについては
年齢・性別にまとめたモノグラフとしてインターネ
ット上に英文で公開した。インターネットでの心
理データ及び背景因子の包括的な公開は世界
的にも他にほとんどないものと思われる。 
 成果は中高年者のこころの健康にかかわる広
範な分野にわたっており、地域在住の一般住民
における中高年者のこころの健康問題として、
特に鬱、自立・自尊心の低下、認知機能障害に
ついて、その実態を明らかにできた。さらに心
理・社会的背景との関係、医学的な要因との関
連、栄養摂取との関連など、当初の計画を行っ
ていた内容についての結果が出ている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 調査の実施および結果の公開：２年ごとの
調査を継続して行い、結果をモノグラフとして公
開していく。 
(2) 実態および背景要因解析：中高年のこころ
の健康の実態および社会的背景、医学的要因、
栄養の影響などの関連要因の解析を系統的に

進めていく。 
(3) 遺伝子多型：こころの健康との関連解析を
網羅的に行っていく。 
(4) 提言：こころの予防を主体にした、中高年者
のこころの健康を守る新たな対応方法の提言を
目指す。 
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〔その他〕 
新聞掲載５件、テレビ・ラジオ２件、雑誌掲載２件、
一般向け講演２件、 
ホ ー ム ペ ー ジ ： http://www.nils.go.jp/ 
department/ep/index-j.html 


